[bookmark: OLE_LINK1]	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人記入不可
保育士試験見込受験資格認定用　勤務証明書
1． 勤務者氏名及び生年月日
　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　昭和・平成　　　　　年　　　月　　　日生
２．対象勤務施設区分※１（該当する１つの項目に〇を記入）
	
	1 認定こども園
	
	2 幼稚園
	
	3 家庭的保育事業

	
	4 小規模保育事業
	
	5 居宅訪問型保育事業
	
	6 事業所内保育事業

	
	7 放課後児童健全育成事業
	
	8 一時預かり事業
	
	9 離島その他の地域において特例保育

	
	10 小規模居住型児童養育事業
	
	11 障害児通所支援事業
	
	12 一時保護施設

	
	13 一時保護施設
	
	14 障害者支援施設・指定障害福祉サービス事業所
	
	15 認可外保育施設

	
	16 児童福祉施設※２
	
	17 乳児等通園支援事業
	
	


３．施設の名称・勤務期間等
	　設置（実施）主体
	

	運営主体
	

	認可等年月日
	昭和・平成・令和　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日



	施設住所
	

	勤務時間
	総勤務時間数

	
	
	自
	
	年
	
	月
	



時間


	施設名称
	

	至
	
	年
	
	月
	

	電話番号
	

	計
	
	年
	
	月
	

	勤務期間等を満たす時期（見込）
	　　　　　 　　年
	　　　　月
	


	



証明者名
	

公印



上記の者は、上記２の対象勤務施設※１（認可後）において、上記の通り勤務経験※３を有するものであることを証明します。
令和　　年　　月　　日



	証明書作成部署
	
	連絡先
	


（証明書の記載内容確認のため、連絡をする場合があります。）
裏面をご覧ください。


※１：受験資格認定の対象施設については県HP https://www.pref.gifu.lg.jp/page/19222.htmlをご覧ください。
※２：「児童福祉法第7条第1項によって定められた児童福祉施設一覧」
[bookmark: _Hlk235105749]・認可保育所（保育所型認定こども園含む）　・助産施設 　 ・乳児院　　 　　　　・母子生活支援施設 
・幼保連携型認定こども園 　　 ・児童厚生施設（児童館）　・児童養護施設 　　　・障害児入所施設 
・児童発達支援センター 　　　 ・児童心理治療施設 　　　 ・児童自立支援施設 　・児童家庭支援センター 
・里親支援センター（令和6年4月1日以降の勤務に限る）
※３：児童等の保護又は援護に従事していること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	見込受験の勤務期間等の要件について

	・受験申請受付開始日の前月までで９か月以上かつ概ね1,080時間以上の従事期間が必要です。
・試験の実施月から１年以内（前期試験（４月）受験の場合は翌年３月末まで）に、２年以上かつ2,880時間以上の従事期間を満たせなかった場合は，仮合格が無効となります。
※複数施設での勤務の場合は、あわせて勤務期間等を満たしていることが必要です。証明書を複写しそれぞれの施設ごとに本証明書を作成してください。



―問い合わせ先―
岐阜県　子ども・女性部　子育て支援課　電話番号：０５８－２７２－８３３６
















